
 

報道発表資料 

東京消防庁 Tokyo Fire Department 

 

 

 

平成２２年８月２６日 

 

平成２２年度「防災週間」の実施等について 

 

東京消防庁では、防災週間の機会を捉え、東京都地域防災計画震災編における減災目標の達成を

視野に入れ、都民、事業所等の防災に対する関心を高め、災害への備えや行動力を一層強化する

ために各種防災訓練やイベントへの積極的な参加を下記のとおり呼びかけます。 

  

記 

 

１ 実施期間 

平成２２年８月３０日（月）から９月５日（日）までの「防災週間」を中心とする期間 

 

２ 防災標語 

 防災は 備えと意識と 助け合い（作者 神宮 敦さん 江戸川区） 

 

３ 重点事項 

 管内情勢に応じて、次の項目を重点的に推進します。 

⑴ 木造住宅密集地域対策の推進 

 ⑵ 都民及び事業所の防災力向上 

  家具類の転倒・落下防止対策の推進、地震時を想定した火気・電気使用環境の安全化の推進、

幼児期から社会人までの体系的な総合防災教育の推進、救急相談センターの広報及び都民、事業

所等との協働による応急手当の普及促進等 

⑶ 都民、事業所、防災機関等による連携体制の強化 

都民、事業所、消防団、災害時支援ボランティア等が連携した防火防災訓練の推進、消防団員

の入団促進、震災時におけるり災証明発行事務に係る区市町村との訓練等の推進等 

 

４ 関連行事 

平成２２年度東京都・文京区合同総合防災訓練 

平成２２年８月２９日（日） 

９時００分から１２時００分まで(展示・体験型訓練は１４時まで) 

詳細は別紙１を参照願います。 

 



５ 防災週間ポスターについて 

(1) 絵柄 

Ｄ級可搬消防ポンプで放水するキティちゃんと仲間たち 

(2) キャッチコピー 

「防災は 備えと意識と 助け合い」（平成２２年度東京消防庁防災標語） 

(3) 制作趣旨 

子どもから大人まで認知度が高く、外国人にも人気の高いキャラクターのキティちゃんがＤ級

可搬消防ポンプで放水し、また、防災には自らを助ける自助と、地域や仲間との協力による共助

が必要であることを訴えるとともに、防火防災意識の高揚と推進を喚起するものです。 

詳細にあっては、別紙２を参照願います。 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

広 報 課 報 道 係 

３２１２－２１１１ (代 ) 

内線２３４５～２３５０ 

 



別紙１ 

 

平成２２年度東京都・文京区合同総合防災訓練 

～ テーマは「自助・共助」と「連携」～ 

 

１ 実施日時 

平成２２年８月２９日（日） 

９時００分から１２時００分まで(展示・体験型訓練は１４時まで) 

 

２ 訓練想定 

 東京湾北部を震源とする強い地震が発生したとの想定で訓練を実施 

 

３ 実施会場及び訓練内容 

 ⑴ 白山通り会場 

地震により大規模な災害が発生した現場における大規模救出救助訓練 

  ⑵ 東京大学会場 

住民による倒壊家屋等からの救出救助訓練 

  ⑶ 向丘２丁目会場 

    ライフライン応急復旧訓練、住民体験型訓練  

（都道：ライフライン応急復旧訓練、地震体験、煙体験、消火訓練）  

（区道：地震直後の狭隘道路の避難体験） 

  ⑷ 都立小石川高等学校・中等教育学校会場 

    各防災機関の連携による医療救護訓練（トリアージ～応急処置～搬送） 

  ⑸ 区立駒本小学校会場 

    住民による避難所運営訓練、Ｄ級可搬消防ポンプによる放水体験、り災証明発行

訓練 

⑺ 東洋大学・京北学園会場 

各参加機関による展示、住民体験型訓練 

⑻ その他の訓練会場（東京臨海広域防災公園、東京港臨海部、横田基地） 

ヘリや船舶による支援物資搬送等 

 

 ４ 訓練概要 

   過去の災害の教訓を踏まえ、関係防災機関等との連携を強化するとともに、より多

くの都民が防災に関する意識を高められるよう、以下の内容で訓練を実施します。 

 

 



訓練会場 想定及び訓練内容（時間） 

白山通り会場 

（文京区白山五丁目周辺） 

①大規模救出救助訓練（10:45～11:40） 

 地震により車両が多重衝突し、車両火災及び多数の脱

出不能者が発生。住民、学生、災害時支援ボランティア、

東京ＤＭＡＴ、消防団、消防隊（車両２２台）、アジネッ

ト大都市ネットワーク２１（台北市消防局）等が連携し

道路啓開、消火・救出救助訓練を実施。 

（訓練概要） 

ア ６本部機動部隊の重機と消防団特殊技能者の重機が 

協力して、道路上の障害物（電柱等）を除去。その後、

はしご車２台が建物屋上から逃げ遅れた人４名を救出

した後、特別救助隊員がロープを活用した緊急脱出を

実施。 

イ ６本部機動部隊の重機が横転した車両上の電柱を除

去した後、各部隊が協力して車内に閉じ込められた人

を救出。また、東京ＤＭＡＴ隊が出場し、医師が閉じ

込められた人に救急処置を実施。 

 

②展示及び体験（9:00~12:00） 

特殊車両展示、はしご車搭乗体験 

東京大学会場 

（文京区本郷七丁目３番１

号） 

住民による倒壊家屋等からの救出訓練（9:00～12:00） 

地震により建物が倒壊し、脱出不能者が多数発生。 

住民、学生、災害時支援ボランティア、消防団等、約４

００名が主体となって救出救助訓練を実施。 

（訓練概要） 

ア 住民等が瓦の除去やドアを破壊して屋内に侵入。 

イ 自動車用ジャッキを使って倒れた家具を持ち上げ、

下敷きになった人を救出。 

ウ 応急担架を使って、救出した人を救護所へ搬送。 

エ Ｄ級ポンプによる消火を実施。 

オ 聴覚障害者がバケツリレーによる消火を実施。 

向丘２丁目会場 

（文京区駒込一丁目１番地

先） 

展示及び体験型訓練（9:00～12:00） 

ライフライン機関による応急復旧訓練、起震車体験、

煙体験、電線が垂れ下がり、ブロック塀が倒壊している

狭隘道路の危険性の体験、スタンドパイプの展示等を実

施。 

 



都立小石川高等学校 

・中等教育学校

会場 

（文京区本駒込二丁目２８

番２９号） 

医療救護訓練（10:00～11:30） 

地震による建物の倒壊等により、多数の負傷者が発生。

医療関係者、消防団、消防隊等が連携し、トリアージ、

応急処置、後方医療機関搬送訓練を実施。 

区立駒本小学校会場 

（文京区向丘二丁目３７番

５号） 

避難所運営訓練、展示及び体験型訓練（9:00～12:00） 

避難してきた住民による避難所運営訓練、Ｄ級可搬消

防ポンプ放水体験、応急救護訓練、り災証明発行訓練等

を実施。 

東洋大学・京北学園会場 

（文京区白山五丁目２８番

２０号） 

展示及び体験型訓練（9:00～14:00） 

初期消火体験、応急救護体験、消防相談、キッズコー

ナー、起震車体験、各種展示等 

 

５ 取材時の注意事項 

⑴ 必ず自社腕章を着用してください。 

⑵ 訓練演習エリアでは、安全のためにヘルメットを着用し、現地の消防職員の指示に従 

ってください。 

⑶ 駐車場はご用意しておりませんので、予めご了承ください。 

 

 



東洋大学・京北学園
会場

展示・体験訓練

東京大学会場

展示・体験訓練

訓練会場及び訓練項目

都立小石川高等学校
・中等教育学校会場

医療救護訓練

進　行　予　定　表

区立駒本小学校会場

避難住民対応訓練

9:00 10:00 11:00 12:00

白山通り会場

救出救助訓練

向丘２丁目会場

展示・体験訓練

10:45－11:40 （演習時間）

9:00－12:00

9:00－12:00

9:00－12:00

10:00－11:30

9:00－12:00

9:00－14:00



 

都立小石川高等学校・中等教育学校会場 

白山通り会場 

東洋大学・京北学園会場 

区立駒本小学校会場 

向丘２丁目会場 

東京大学会場 

訓 練 会 場 配 置 図 



別紙２ 

 

防災週間ポスター 

  

○ 平成２２年防災週間ポスター 

⑴ 絵 柄 

Ｄ級可搬消防ポンプで放水するキティちゃんと仲間たち 

⑵ キャッチコピー 

「防災は 備えと意識と 助け合い」（平成２２年度東京消防庁防災標語） 

（作者 神宮 敦さん 江戸川区） 

⑶  制作趣旨 

ア 子どもから大人まで認知度が高く、外国人にも人気の高いキャラクターのキティちゃんが

Ｄ級可搬消防ポンプで放水し、また防災には自らを助ける自助と、地域や仲間との協力によ

る共助が必要であることを訴えるとともに、防火防災意識の高揚と推進を喚起するものです。 

イ 東京消防庁モバイルホームページにアクセスすることのできる二次元コードを記載し、携

帯電話を介して防災関係情報を得られるよう配意しています。 

ウ 東京消防庁ホームページを検索するための案内として検索窓を掲載し、ホームページへの

アクセス件数の増加を図っています。 

エ 都民の方から募集した平成２２年度東京消防庁防災標語「防災は 備えと意識と 助け合

い」（江戸川区 神宮 敦さんの作品）を記載し、家庭や地域における地震対策を呼びかける

とともに、Ｌ型金具で固定された家具の写真と文字を掲載することにより、家具類の転倒防

止器具の設置を促進する内容としています。 

⑷ 掲出場所 

東京消防庁管内の事業所、学校、駅、町会 

・自治会掲示板等 

⑸ 掲出期間 

平成２２年８月上旬から平成２３年７月３１日まで 

⑹ 制作部数 

Ｂ１判、Ｂ２判及びＡ３判 

Ｂ１判    1,010 枚 

Ｂ２判   20,200 枚 

Ｂ３判   35,400 枚 
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